
別記
高知県レンタル畜産施設等整備事業採択基準
第１　基本方針
家畜保健衛生所・農業振興センター・市町村・農業協同組合が構成する地域事業推進協議会は、事業実施計画・経営計画についての妥当性を審査するとともに、事業内容の取り組みを相互に確認する。
第２　採択基準
（１）審査方法
    　・家畜保健衛生所長は、地域事業推進協議会で確認された実施計画等を踏まえ、以下の基準より評価を行い、別に定める期日までに県に提出する。
    　・県は、提出された評価表に基づき一覧表を作成し、事業採択委員会にて採択の可否を決定する。
（２）評価基準（報告評価表様式）  
   　①共通項目
	 審査内容
	Ａ
	Ｂ
	Ｃ
	点

	 認定農業者
 簿記記帳の実施
 施設予定地の確保
 労働力の確保見込み
 経営主の年齢
 経営計画の達成見込み
 県普及畜種
	 認定農業者
 複式簿記
 確保済み
家族労働力等で確保
45歳未満
 目標年度内に確実
 第三期産振計画畜種
	20
10
10
10
10
10
10
	 見込まれる者
 簡易簿記
 確保済みだが整備必要
時期的にやや厳しい
 45～60歳
	15
 7 
 7
 7
 8 
	その他
記帳していない
未定
雇用対策が課題
61歳以上
目標年度の達成は厳しい
その他の畜種
	10
 3
 5
 5
 3
 3
 5
	80

	        小  計
	
	
	
	
	
	
	


    ②新規就農促進区分
	 審査内容
	Ａ
	Ｂ
	Ｃ
	点

	 研修履歴
 支援体制
	十分
体制があり受ける意志もある
	10
10
	 普通
 
	 7
  
	 不足
体制がない・受ける意志がない
	 4
 4
	20

	小  計
	
	
	
	
	
	
	


    ③規模拡大促進区分
	 審査内容
	Ａ
	Ｂ
	Ｃ
	点

	 後継者の有無   
 整備後の規模
	既に就農している
 県平均の2倍以上
	10
10
	就農予定者有
 県平均以上
	8 8
	就農予定者無
 県平均以下
	 6
 6
	 20

	小  計
	
	
	
	
	
	
	


     ④高度化促進区分
	 審査内容
	Ａ
	Ｂ
	Ｃ
	点

	 後継者の有無   
 整備後の規模
	既に就農している
 県平均の2倍以上
	10
10
	就農予定者有
 県平均以上
	8 8
	就農予定者無
 県平均以下
	 6
 6
	 20

	小  計
	
	
	
	
	
	
	


   ○協議会としての意見（評価に対する補足説明）
	以下を参考にご記入下さい。
　・事業申請する背景や理由
　・取り組み畜種の地域での位置づけ
　・地域への波及効果
　・申請者と地域協議会での確認事項
　・申請者への営農フォローアップ体制（技術、経営指導や出荷販売体制等）
　・その他（事業導入によって見込まれる成果等）　　　　　　　　　　　　等


  ＊課題がある者等については、別途改善計画等を作成し、関係機関が課題内容に応じた適切な指導に努めること。
  ＊新規就農者とは、新たに就農する者で、畜産業に専ら従事しこれにより必要な所得を確保しうる者であり、新規就農者としての期間は、就農してから畜産業に定着する期間として５年間とする。
    畜産業に専ら従事する者とは、年間１５０日以上を畜産業に従事する者。
　＊県普及畜種とは、第三期産振計画で振興している、土佐和牛、土佐はちきん地鶏、土佐ジロー、乳牛（牛群検定加入農家）とする。
　＊基幹畜種等を主とする単一経営計画が同点評価の場合、要領別記第2－1号又は第2－2号様式内の目標年次（5年目）における農業所得等も含めて総合的に評価し、事業採択を決定します。

